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Red Hat Innovators in the Open について

イノベーションがオープンソースの核心です。Red Hat のお客様は、オープンソース・テクノ
ロジーを使用して、自社の組織だけでなく業界や市場全体も変化させています。Red Hat 
Innovators in the Open では、極めて困難なビジネス課題をエンタープライズ向けオープンソー
ス・ソリューションで解決されたお客様の事例を紹介しています。貴社の事例も掲載してみませ
んか？詳細はこちら

 自社のビデオオンデマンド・インフラストラクチャのサポート終了を間近に控え、MultiChoice には 
2 つの選択肢がありました。同等のものに置き換えるか、環境全体をモダナイズするかです。Red Hat 
と LSD Open の支援を受けて、MultiChoice は Red Hat OpenShift Container Platform の機能であ
る Red Hat® OpenShift® Virtualization を採用し、Red Hat テクノロジーに基づいてビジネスを構築す
ることにしました。信頼性と一貫性を備えたこの Red Hat® OpenShift® Virtualization は、従来の仮想
マシン (VM) の包括的なハイブリッドクラウド・アプリケーション・プラットフォームへの移行と管理が容
易になるよう支援します。また、同社は DevOps と Red Hat Ansible® Automation Platform を採用し、
チームのスキルを向上させました。現在、同社は将来に対応したプラットフォームを備えており、お客様を 
24 時間楽しませています。

 

質問：MultiChoice Group につ
いて教えてください。

 
 
 

質問：視聴者にビデオオンデマ
ンドを提供するうえで最大の課
題は何ですか？また、従来のイ
ンフラストラクチャが目的に適
さなくなった理由は何ですか？

 MultiChoice Group ビデオオンデマンド・エンジニアリング・マネージャー、Hitesh Govind 氏：
MultiChoice Group は南アフリカの大手エンターテイメント・プラットフォームです。何百万もの世帯に、
ライブ TV、ストリーミング、サブスクリプション・サービスを提供しています。MultiChoice Group の傘
下には数多くの事業があります。私のチームは、ビデオオンデマンド・サービスを支えるインフラストラク
チャの維持を担当しています。        
 
 Govind 氏：当社のビデオオンデマンド・プラットフォームには高い可用性が必要で、需要のピークや数
百万人の同時視聴者にスムーズに対応できなければなりません。ダウンタイムを発生させるわけにはいき
ません。たとえば、オリンピック中にプラットフォームがダウンしていたら、多くのお客様が不満を抱いた
ことでしょう。

 このプラットフォームは、Linux CentOS 7 を実行する仮想マシンをホストするハイパーコンバージド・イ
ンフラストラクチャ上に構築されていましたが、Linux CentOS 7 のサポート終了が迫っていました。また、
当社のデータセンターには 2 つの大きな問題がありました。ステージング環境と本番環境が整合していな
いため、コードが本番環境に組み込まれたときにどのように動作するかを予測できませんでした。また、2 
つのサイトは異なるインフラストラクチャを実行していたため、両者の間に同等性はありませんでした。

 私たちは、インフラストラクチャをこれまでと同種のプラットフォームに置き換えるのではなく、この機
会を利用して環境をモダナイズし、標準化することにしました。将来的にさらなる効率化とクラウドネイ
ティブを目指すなら、手動プロセスを自動化し、マイクロサービスを採用し、コンテナ・オーケストレー
ション・プラットフォームを導入する必要がありました。

MultiChoice、ビデオオンデマンドを 
モダナイズ 
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お客様 Q&A    MultiChoice、ビデオオンデマンドをモダナイズjp.redhat.com 

 Govind 氏：Red Hat OpenShift Virtualization は当社の技術要件を満たし、スタック内の他のテクノ
ロジーを補完してくれるからです。当社は 99% Linux ベースであり、何年にもわたって Red Hat テクノロ
ジーを使用してきました。私のチームは Red Hat OpenShift の大ファンなので、まずそこから調査を開始
するのは自然な流れでした。 

 OpenShift Virtualization を他のベンダーの従来の仮想化ソリューションと比較して評価しました。
Red Hat は仮想化と自動化をサポートしており、1 つのプラットフォームからアプリケーションをコンテナ
化できるため、最適でした。

 
 Govind 氏：私たちは野心的なスケジュールを設定しましたが、Red Hat と LSD Open のサポートが
なければ達成できなかったでしょう。ともにプロセスを進めてくれるパートナーが必要なのです。私たち
は提案依頼書 (RFP) を提示しました。その結果、LSD Open は私たちの質問に対して最良の回答を提供
してくれました。LSD Open は技術的な専門知識と経験を提供することで、そのサービスを差別化できた
のです。LSD Open は私たちを新しい場所へと導くビジョンと意欲を持っていました。さらに、同社は私
たちと同様に南アフリカの企業でした。       

 LSD Open CTO、Julian Gericke 氏：常に同じアプローチを使用すれば、常に同じ結果が得られま
す。当社では、MultiChoice にビデオオンデマンドのサービスをサポートする最新のワンストップショップ
を提供したいと考えました。

 変更管理を単純化するために、当初は既存の技術スタックに類似したプラットフォームを推奨しました
が、Red Hat OpenShift Virtualization はそれ以上のものを提供してくれました。これは、環境の同等性を
達成し、モダナイゼーション・ロードマップを開始する良い機会となりました。当社のソリューションにより、
MultiChoice はハイブリッド化することも、将来的にはハイパースケーラーに移行することもできます。

 
 Gericke 氏：私たちは Red Hat ソリューションアーキテクトと協力し、スケーラブルで目的に合ったソ
リューションを設計しました。最初のステップは、CentOS 7 を Red Hat Enterprise Linux® に置き換える
ことでした。次に、OpenShift をベアメタルにデプロイし、運用できるようにしました。 

 Red Hat Migrat ion Toolk it for V ir tual izat ion を使用することで、仮想マシンを  VMware 
から  O p e n S h i f t  にシームレスに移植できました。物理マシンの完全なイメージを取得し、
OpenShift Virtualization にマウントしました。

 整合性を実現するために、ステージング環境と本番環境を同じクラスタに移動しました。 
ステージング環境でイメージを複製し、変更して、本番環境に移行することができるようになり、
Multichoice は迅速にデプロイできるというメリットを実感しています。メインのデータセンターと障害復
旧時の環境の仕様は同一です。

 MultiChoice では現在、最新化されたレイヤーと従来のレイヤーにわたってワークロードが混合されて
おり、ワークフローは OpenShift 上にデプロイされ、コンテナが同時実行されています。また、DevOps 
に移行するための CI/CD パイプラインを確立し、チームにトレーニングを実施しました。

質問：なぜ Red Hat OpenShift 
Virtualization が貴社の環境に 
最適なソリューションなので
しょうか？    

質問：社内に優れた技術スキル
があるのに、実装パートナーに
よるサポートを受けることに決
めたのはなぜですか？  

質問：プラットフォームに対す
る LSD Open のビジョンはど
のようなものでしたか？

質問：実装について教えてくだ
さい。    
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お客様 Q&A    MultiChoice、ビデオオンデマンドをモダナイズjp.redhat.com 

 Govind 氏：実装には 8 カ月かかり、LSD Open に毎日確認しました。

 プロジェクト中にはいくつかの小さな課題がありました。プラットフォームのイメージビルダーを使用し
て、Docker イメージを Kubernetes 互換のバージョンに変換しました。ほとんどはうまく変換されました
が、すべてのコンテナを機能させるには Java のヒープサイズを微調整する必要がありました。それでも、
サポートされていないコンポーネントを実行していたものがあったため、それらは期待どおりに動作しま
せんでした。LSD Open はそれらのデバッグを支援し、うまくいくように軌道修正しました。

 また、ファイアウォールにもいくつか問題がありました。Red Hat OpenShift の実装はグリーンフィール
ドであったため、サブネットルールを再作成する必要がありましたが、そのために必要なドキュメントの中
には古いものや不足しているものがありました。これには多くの努力を要しました。8 年前にこれらのド
キュメントを作成したとき、別のサブネットに移行することになるとは誰も考えていなかったのですから。

 稼動を開始した最初の週にも、いくつかの問題がありました。移行されたコンテナの一部はプロジェク
トの対象範囲外であり、メモリーが適切に最適化されているかどうかを確認するために行われたソークテ
ストが不十分でした。しかし、クラッシュループが発生していることに気付いたため、簡単に修正できまし
た。いくつかの SSL 証明書を修正する必要もありましたが、修正後、プラットフォームは安定しています。

 
 Govind 氏：LSD Open は当社のためにいくつかの Playbook を作成してくれました。Tenable のパッ
チ管理を自動化するためにそれらを使用しています。脆弱性がスキャンされ、検出された問題にパッチを
適用するワークフローがトリガーされるため、メンテナンスが単純化されます。また、マウント、デバイス、
容量、ストレージ接続を確認するための Playbook もあります。現在、私たちは自動化できるものをさら
に探しています。Playbook を組織全体で再利用できるようにしたいと考えています。これらは、将来的に
さらに複雑な自動化を作成するために使用できる構成要素となります。

 
 Govind 氏：これは大きな変化であり、私たちは今も毎日学んでいます。私たちは開発者やエンジニア
のスキルを向上させるためのトレーニングに投資し、彼らは Red Hat 認定の取得に取り組んでいます。
Kubernetes は私たちにとってまったく初めてのものでしたので、適応するために Red Hat と LSD Open 
に頼りました。チームにとって利便性が高いため、対面トレーニングではなく Red Hat ラーニングサブスク
リプションを使用しています。これにより、自分の都合の良い時間に資格取得に取り組むことができます。

 
 Govind 氏：人々は本質的に変化に抵抗するものであり、多くの反発がありました。モダナイゼーショ
ンは、MultiChoice でのこれまでのやり方とは馴染まないものです。当社のステークホルダーは、VM 
上で Docker を使用するという、自分たちが知っている方法を使い続けたいと考えていましたが、私は 
OpenShift Virtualization への移行に注力しました。私は知識を得てステークホルダーの懸念を解消
するために、多くの OpenShift イベントに参加しました。Red Hat チームはどのような質問にも真摯に
対応してくれました。彼らとともに、私たちはステークホルダーを納得させることができたのです。私は、
OpenShift Virtualization が現在および将来の私たちにとって正しい選択であると確信しています。すぐ
に素晴らしい結果を目にし、誰もがその結果に感銘を受けました。

 
 Govind 氏：私たちはまだモダナイゼーションの道の途上にあり、OpenShift Virtualization を稼
働させてからまだ数週間しか経っていません。私たちには今後もさらに多くの仕事があり、より多くの 
OpenShift 認定を取得する必要があり、Ansible Automation Platform を使用してさらに多くのワーク
フローを自動化したいと考えています。

 長期的には、OpenShift を全社に広く導入することを検討しており、LSD Open のサポートを受けなが
ら CI/CD パイプラインとマイクロサービスのデプロイメントの開発を継続していきます。

質問：実装中に何らかの課題
に突き当たりましたか？生じ
た課題を克服するために LSD 
Open との取り組みはどのよう
に役立ちましたか？

質問：R e d  H a t  A n s i b l e 
Automation Platform も使用
されたとのことですが、これま
でに何を自動化されましたか？

質問：これは単なるテクノロ
ジーの展開ではなく文化面で
の変化であり、まったく新しい
働き方への移行でした。この変
化をどのように乗り切ったので
すか？

質問：モダナイゼーションの取
り組みについて、どのようにし
てステークホルダーの賛同を得
たのでしょうか？

質問：OpenShift Virtualization 
が稼働している今、次の検討課
題は何ですか？
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Red Hat について

 エンタープライズ・オープンソース・ソフトウェア・ソリューションのプロバイダーとして世界をリードする Red Hat は、コミュニ
ティとの協業により高い信頼性と性能を備える Linux、ハイブリッドクラウド、コンテナ、および Kubernetes テクノロジーを
提供しています。Red Hat は、クラウドネイティブ・アプリケーションの開発、既存および新規 IT アプリケーションの統合、複
雑な環境の自動化および運用管理を支援します。受賞歴のあるサポート、トレーニング、コンサルティングサービスを提供する 
Red Hat は、フォーチュン 500 企業に信頼されるアドバイザーであり、オープンな技術革新によるメリットをあらゆる業界に
提供します。Red Hat は企業、パートナー、およびコミュニティのグローバルネットワークの中核として、企業の成長と変革を
支え、デジタル化が進む将来に備える支援を提供しています。
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 Gericke 氏：MultiChoice は、南アフリカで初めて OpenShift Virtualization を採用したメディアおよ
びエンターテイメント企業です。同社は先駆者であり、私たちはそれをともに達成したことを誇りに思い
ます。モダナイゼーションは困難で複雑になる場合があります。技術的な側面と文化的な側面を考慮する
必要があり、私たちは強力な関係を築き、トレーニングを提供し、支援することでそれを乗り越えていき
ます。私たちはともに問題に優先順位を付け、MultiChoice は新しいスキルを習得してすぐに適応しまし
た。このようなプロジェクトに 10 年間取り組んできましたが、これほどすばやく Kubernetes を実装でき
たことは他にありません。

MultiChoice について

 MultiChoice はアフリカの大手エンターテイメント・プラットフォームであり、生活を豊かにすることを
使命としています。DStv、GOtv、Showmax、M-Net、SuperSport、Irdeto、KingMakers など、幅広い
製品とサービスを提供しています。その製品とサービスは何百万もの世帯で使用されています。

LSD Open について

 LSD Open と Red Hat は 15 年以上にわたってパートナーであり、南アフリカやその他の国で最大か
つ最も革新的な Red Hat ソリューションを提供してきました。Red Hat Premier Business パートナーで
ある LSD Open は Red Hat 認定クラウド＆サービスプロバイダーであり、あらゆるソリューションとマ
ネージドサービスを提供できます。

質問：この取り組みは、強力な
パートナーシップを築くことの力
を示す好例です。なぜ成功させ
ることができたのでしょうか？
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